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四半期決算補足説明資料作成の有無 ：有・無 

四半期決算説明会開催の有無 ：有・無（機関投資家・アナリスト向け） 

（百万円未満切捨て） 
１．平成29年12月期第2四半期の連結業績（平成29年1月1日～平成29年6月30日） 
（１）連結経営成績（累計）                                                  （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属
する四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年 12月期第2四半期 14,625 17.6 1,372 △6.3 1,443 △4.5 821 △5.6
28年 12月期第2四半期 12,431 3.9 1,464 53.8 1,512 43.6 869 67.8

（注） 包括利益   29年12月期第2四半期 1,014百万円（277.3％） 28年12月期第2四半期 268百万円（△61.2％）

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり四半期純利益

 円   銭 円   銭

29年 12月期第2四半期  21   74 － 
28年 12月期第2四半期 22  83 － 

 
（２）連結財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 一株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円   銭

29年 12月期第2四半期 40,013 25,826 58.1 615  35
28年 12月期 38,927 25,196 57.9 596 72

（参考）自己資本    29年12月期第2四半期 23,252百万円       28年12月期 22,550百万円 

 
２．配当の状況 

 
年間配当金 

第 １ 四 半 期 末 第 ２ 四 半 期 末 第 ３ 四 半 期 末 期 末 合 計 

 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭

28年 12月期 － 4 00 － 5 00 9 00
29年 12月期 － 4 50  

29年 12月期(予想)  － 4 50 9 00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：有・無 

 
３．平成29年12月期の連結業績予想（平成29年1月1日～平成29年12月31日） 

（％表示は、対前期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円   銭

通  期 30,000 14.1 2,700 3.9 2,830 8.1 1,600 3.4 42 34

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：有・無 

 



 

 

※ 注記事項 
 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 
：有・無 

    新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名） 
 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ：有・無 
 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：有・無 

② ①以外の会計方針の変更 ：有・無 

③ 会計上の見積りの変更 ：有・無 

④ 修正再表示 ：有・無 
 

（４）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 29年12月期2Ｑ 39,985,017株 28年12月期 39,985,017株

② 期末自己株式数 29年12月期2Ｑ 2,196,862株 28年12月期 2,194,342株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 29年12月期2Ｑ 37,790,021株 28年12月期2Ｑ 38,099,867株

 
 
※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 

   本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的で
あると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。ま
た、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績
予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情
報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、安定したドル／円相場を背景に輸出企業を中心とする企業収

益の改善や雇用・所得環境の改善により、緩やかな回復基調となりました。一方、海外においては、米国の保護主

義政策の行方や世界的な地政学リスクの高まりなど、先行き不透明要因はあるものの、総じて緩やかな回復基調と

なりました。 

このような経営環境のもと、当社グループは、中期経営計画「日東パワーアッププランＦＩＮＡＬ（平成27年～

30年）」に掲げる最終年度の目標「売上高400億円、営業利益32億円」の達成に向け、情報発信の強化、新製品の市

場投入による新たな販路開拓、積極的な展示会出展など、事業領域の拡大に向けた施策を展開しました。併せて、

研究開発拠点の開設や海外での産学連携など、技術開発力の強化にグローバルベースで取り組みました。 

その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は146億２千５百万円（前年同期比17.6％増）、営業利益は13億７

千２百万円（前年同期比6.3％減）、経常利益は14億４千３百万円（前年同期比4.5％減）、親会社株主に帰属する

四半期純利益は８億２千１百万円（前年同期比5.6％減）となりました。 

セグメント別の概況につきましては、次のとおりです。

＜ファスナー事業＞ 

当事業につきましては、国内はカメラ業界の需要が低迷する一方、ゲーム機の需要増加により主力の精密ねじの

市況は好調に推移しました。海外は、自動車関連業界・家電業界が総じて堅調に推移し、一般ねじやセルフタッピ

ンねじの市況も堅調に推移しました。 

このような状況のもと、自動車の軽量化・原価低減に貢献するセルフタッピンねじの販売促進による事業領域の

拡大に努めると同時に、積極的な設備投資による製造設備の省力化と品質管理体制の強化に取り組みました。 

この結果、売上高は105億２千万円（前年同期比32.3％増）、営業利益は５億６千６百万円（前年同期比36.9％

増）となりました。 

＜産機事業＞ 

当事業につきましては、国内は省人化ニーズを受け、海外は自動車関連業界が好調さを持続し、設備市況は好調

に推移しました。

このような状況のもと、昨年市場に投入した高速・高精度型ＮＸドライバ「ＳＤ６００Ｔ」の販売促進と併せ

て、積極的な営業展開による海外での事業拡大に努め、昨年度の大型受注の反動はあるものの、標準機種製品、自

動組立ラインともに堅調に推移しました。 

この結果、売上高は31億３千４百万円（前年同期比9.0％減）、営業利益は７億３千７百万円（前年同期比25.2％

減）となりました。 

＜制御事業＞ 

当事業につきましては、流量計は、主な需要先である造船業界において回復の兆しはあるものの、期を通して厳

しい状況が続きました。システム製品は、品質意識の高い自動車関連業界を中心に部品検査装置「ＭＩＳＴＯＬ」

への関心は高まっておりますが、力強さを欠く状況となりました。一方、地盤調査機「ジオカルテ」は、堅調な住

宅需要に加え生産性向上設備投資促進税制を利用した需要の増加により好調さを維持しました。 

このような状況のもと、新製品「打錠用杵測定装置」の市場への投入、新たな業界への販売促進に努めました。 

この結果、売上高は９億７千１百万円（前年同期比6.3％減）、営業利益は６千８百万円（前年同期比4.2％増）

となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、投資有価証券の増加などにより、前連結会計年度末に比べ10億

８千６百万円増加し、400億１千３百万円となりました。 

また、負債は、未払費用など流動負債のその他の増加などにより、前連結会計年度末に比べ４億５千６百万円増

加し、141億８千７百万円となりました。 

なお、純資産は、利益剰余金の増加などにより、前連結会計年度末に比べ６億２千９百万円増加し、258億２千６

百万円となっております。 
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

当連結会計年度の業績予想につきましては、当第２四半期連結累計期間の経営成績を踏まえ、平成29年２月14日

に公表した平成29年12月期の通期の連結業績予想を下表のとおり修正いたしました。

 

平成29年12月期通期（平成29年１月１日～平成29年12月31日） 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

  百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想 (A) 30,000 2,400 2,630 1,590 42.07 

今回修正予想 (B) 30,000 2,700 2,830 1,600 42.34 

増減額 (B-A) 0 300 200 10 ― 

増減率（％） 0.0 12.5 7.6 0.6 ― 

（ご参考）前期実績 

 (平成28年12月期） 
26,299 2,598 2,616 1,547 40.63 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年12月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 10,078,783 9,608,681 

受取手形及び売掛金 7,128,261 7,313,292 

電子記録債権 1,914,448 2,294,423 

商品及び製品 1,754,087 1,855,236 

仕掛品 1,598,765 1,666,673 

原材料及び貯蔵品 1,448,621 1,506,110 

繰延税金資産 161,753 132,665 

未収入金 1,052,391 741,949 

その他 117,538 135,725 

貸倒引当金 △4,007 △4,099 

流動資産合計 25,250,642 25,250,659 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 2,902,544 2,820,028 

機械装置及び運搬具（純額） 2,031,983 2,088,307 

土地 4,896,256 4,898,425 

建設仮勘定 190,903 312,411 

その他（純額） 324,264 340,804 

有形固定資産合計 10,345,951 10,459,977 

無形固定資産    

ソフトウエア 83,733 93,608 

その他 18,104 8,501 

無形固定資産合計 101,838 102,110 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,754,415 2,258,452 

繰延税金資産 699,726 679,613 

退職給付に係る資産 289,949 256,748 

長期預金 81,000 590,000 

その他 405,138 417,222 

貸倒引当金 △1,000 △1,000 

投資その他の資産合計 3,229,229 4,201,036 

固定資産合計 13,677,020 14,763,124 

資産合計 38,927,662 40,013,784 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年12月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 3,996,180 4,212,367 

短期借入金 3,039,457 2,948,017 

未払金 1,806,774 1,902,298 

未払法人税等 497,179 445,975 

賞与引当金 171,442 144,940 

その他 1,098,463 1,515,550 

流動負債合計 10,609,498 11,169,150 

固定負債    

長期借入金 334,297 333,992 

役員退職引当金 112,045 21,472 

繰延税金負債 269,975 262,243 

退職給付に係る負債 2,278,451 2,169,516 

その他 126,780 230,816 

固定負債合計 3,121,549 3,018,041 

負債合計 13,731,047 14,187,191 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,522,580 3,522,580 

資本剰余金 2,528,845 2,570,445 

利益剰余金 17,811,491 18,442,964 

自己株式 △607,942 △648,241 

株主資本合計 23,254,975 23,887,747 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 176,581 193,319 

為替換算調整勘定 △376,619 △399,132 

退職給付に係る調整累計額 △504,452 △428,977 

その他の包括利益累計額合計 △704,490 △634,790 

非支配株主持分 2,646,130 2,573,635 

純資産合計 25,196,614 25,826,592 

負債純資産合計 38,927,662 40,013,784 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年１月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年１月１日 
 至 平成29年６月30日) 

売上高 12,431,366 14,625,425 

売上原価 8,933,484 10,818,910 

売上総利益 3,497,881 3,806,515 

販売費及び一般管理費 2,033,337 2,434,454 

営業利益 1,464,544 1,372,060 

営業外収益    

受取利息 24,571 24,205 

受取配当金 5,881 6,499 

受取賃貸料 35,446 36,333 

持分法による投資利益 29,464 40,877 

その他 45,184 48,463 

営業外収益合計 140,548 156,379 

営業外費用    

支払利息 10,536 8,781 

賃貸収入原価 14,755 16,749 

為替差損 60,210 40,645 

その他 7,473 18,519 

営業外費用合計 92,976 84,695 

経常利益 1,512,116 1,443,744 

特別利益    

固定資産売却益 2,667 2,765 

投資有価証券売却益 1,085 - 

特別利益合計 3,752 2,765 

特別損失    

固定資産処分損 5,646 10,635 

特別損失合計 5,646 10,635 

税金等調整前四半期純利益 1,510,222 1,435,874 

法人税、住民税及び事業税 507,928 489,395 

法人税等調整額 43,713 4,544 

法人税等合計 551,642 493,939 

四半期純利益 958,580 941,934 

非支配株主に帰属する四半期純利益 88,590 120,533 

親会社株主に帰属する四半期純利益 869,990 821,401 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年１月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年１月１日 
 至 平成29年６月30日) 

四半期純利益 958,580 941,934 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △47,763 14,864 

為替換算調整勘定 △593,042 △20,159 

退職給付に係る調整額 △15,379 75,475 

持分法適用会社に対する持分相当額 △33,527 2,261 

その他の包括利益合計 △689,714 72,441 

四半期包括利益 268,866 1,014,375 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 428,549 891,100 

非支配株主に係る四半期包括利益 △159,683 123,275 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年１月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年１月１日 
 至 平成29年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 1,510,222 1,435,874 

減価償却費 353,420 431,877 

賞与引当金の増減額（△は減少） △13,787 △28,215 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △160,464 △95,438 

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） 69,781 96,552 

受取利息及び受取配当金 △30,452 △30,705 

支払利息 10,536 8,781 

持分法による投資損益（△は益） △29,464 △40,877 

投資有価証券売却損益（△は益） △1,085 － 

固定資産処分損益（△は益） 5,646 10,635 

固定資産売却損益（△は益） △2,667 △2,765 

売上債権の増減額（△は増加） △887,185 △567,925 

たな卸資産の増減額（△は増加） △300,818 △233,565 

仕入債務の増減額（△は減少） 351,553 207,994 

未払消費税等の増減額（△は減少） 9,632 △95,641 

未払費用の増減額（△は減少） 392,056 409,949 

その他 189,952 342,043 

小計 1,466,877 1,848,574 

利息及び配当金の受取額 42,526 40,740 

利息の支払額 △9,998 △5,223 

法人税等の支払額 △454,239 △547,521 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,045,166 1,336,570 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △281,883 △122,841 

定期預金の払戻による収入 31,004 194,398 

有形固定資産の取得による支出 △361,304 △336,925 

有形固定資産の売却による収入 8,017 4,411 

有形固定資産の除却による支出 △5,646 △4,792 

投資有価証券の取得による支出 △41,326 △503,255 

投資有価証券の売却による収入 12,699 － 

投資有価証券の償還による収入 － 50,000 

長期預金の預入による支出 － △510,000 

長期預金の払戻による収入 － 1,000 

その他 △11,624 △19,337 

投資活動によるキャッシュ・フロー △650,065 △1,247,343 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 56,376 66,501 

長期借入金の返済による支出 △198,300 △157,794 

自己株式の売却による収入 － 95,200 

自己株式の取得による支出 △1,017 △95,355 

配当金の支払額 △172,309 △189,928 

非支配株主への配当金の支払額 △110,647 △157,247 

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に

よる支出 
△26,700 △36,090 

その他 △5,406 △4,253 

財務活動によるキャッシュ・フロー △458,004 △478,969 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △317,400 △10,915 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △380,304 △400,657 

現金及び現金同等物の期首残高 5,170,975 7,235,135 

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,790,671 6,834,478 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

 該当事項はありません。 

 

 

（追加情報）

繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四半

期連結会計期間から適用しております。

 

役員退職慰労金制度の廃止 

 当社の役員退職慰労金制度につきましては、従来、役員の退職慰労金の支払に備えるため、内規に基づく連結会

計年度末要支給額を計上しておりましたが、平成29年３月30日開催の定時株主総会終結の時をもって役員退職慰労

金制度を廃止しております。 

 同制度廃止に伴い、在任期間に対する退職慰労金の打切り支給を同総会で決議し、役員退職引当金残高より、当

連結会計年度に支給した役員退職引当金を控除した金額を、固定負債の「その他」に計上しております。 

 なお、一部の国内連結子会社については引き続き、役員の退職慰労金の支払に備えるため、内規に基づく連結会

計年度末要支給額を「役員退職引当金」として計上しております。 

 

取締役に対する株式報酬制度の導入 

 当社は、平成29年３月30日開催の第111期定時株主総会決議に基づき、取締役（社外取締役を除く。以下同じ。）

の報酬と当社の株式価値との連動性をより明確にし、取締役が株価上昇によるメリットを享受するのみならず、株

価下落リスクをも負担し、株価の変動による利益・リスクを株主の皆様と共有することで、中長期的な業績の向上

と企業価値の増大に貢献する意識を高めることを目的として、取締役に対する株式報酬制度（以下「本制度」とい

う。）を導入いたしました。 

 本制度は、当社が設定する信託（以下、「本信託」といいます。）に金銭を信託し、本信託において当社株式の

取得を行い、取締役に対して、当社取締役会が定める株式交付規程に従って付与されるポイント数に応じ、当社株

式が本信託を通じて交付される株式報酬制度であります。なお、取締役が当社株式の交付を受ける時期は、原則と

して取締役の退任時です。

 当該信託契約に係る会計処理については、当社から信託へ自己株式を処分した時点で処分差額を認識し、信託が

保有する株式に対する当社からの配当金及び信託に関する諸費用の純額を貸借対照表に計上しております。 

 なお、当第２四半期連結会計期間末に日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社が保有する当社株式は、純資

産の部に自己株式として表示しており、当該自己株式の帳簿価額は95,200千円、株式数は200,000株であります。 

 

 

（企業結合等関係）

取得による企業結合

企業結合に係る暫定的な会計処理の確定 

 前連結会計年度に取得いたしました株式会社協栄製作所の企業結合日における識別可能な資産及び負債の特定並

びに時価の算定が未了であったため、取得原価の配分は完了しておらず、連結財務諸表作成時点で入手可能な合理

的情報に基づき暫定的な会計処理を行っておりましたが、第１四半期連結会計期間において、取得原価の配分が完

了しております。

 第１四半期連結会計期間末における取得原価の配分の見直しによる重要な修正はありません。 
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成28年１月１日 至平成28年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

合計 
  ファスナー 産機 制御 計 

売上高          

外部顧客への売上高 7,951,305 3,443,408 1,036,651 12,431,366 12,431,366 

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
－ － － － － 

計 7,951,305 3,443,408 1,036,651 12,431,366 12,431,366 

セグメント利益 413,810 985,001 65,732 1,464,544 1,464,544 

（注）セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成29年１月１日 至平成29年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

合計 
  ファスナー 産機 制御 計 

売上高          

外部顧客への売上高 10,520,092 3,134,058 971,275 14,625,425 14,625,425 

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
－ － － － － 

計 10,520,092 3,134,058 971,275 14,625,425 14,625,425 

セグメント利益 566,515 737,030 68,514 1,372,060 1,372,060 

（注）セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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